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水
と
衛
生
月
間 

令
和
３
年
３
月
14
日
（
日
） 

地
区
大
会 

於 

愛
知
県
国
際
展
示
場 

     

会
員
54
名 

出
席
計
算
数 54

名
中
54
名
出
席 

出
席
率
１
０
０
％ 

前
々
回
出
席
率
１
０
０
％ 

  
プ
ロ
グ
ラ
ム 

        

地
区
大
会 

３
月
14
日
（
日
） 

於 

愛
知
県
国
際
展
示
場
ホ
ー
ル
Ａ 

（A
ic

h
i S

k
y

 E
x
p

o

） 
 

 

地
区
大
会
報
告 

 
 

幹
事 

鬼
頭 

茂
成 

２
０
２
１
年
３
月
14
日
、
愛
知
県
国

際
展
示
場
で
、
Ｒ
Ｉ
第
２
７
６
０
地
区

20-

21
年
度
地
区
大
会
が
開
催
さ
れ 

ま
し
た
。今
回
は
、新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
の
影
響
を
受
け
、

秋
の
予
定
を
変
更
し
て

の
開
催
と
な
り
ま
し
た
。

ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
は
知
立

Ｒ
Ｃ
で
す
。 

晴
天
の
中
、
竣
工
真

新
し
い
国
際
展
示
場
に 

は
相
当
の
数
の
ロ
ー

タ
リ
ア
ン
が
出
席
し

ま
し
た
。
入
場
ゲ
ー

ト
で
消
毒
・
体
温
の

測
定
を
し
て
の
入
場

で
す
。
ホ
ー
ル
Ａ
の

メ
イ
ン
式
典
会
場
は

大
変
広
く
、
前
後
左

右
間
隔
を
空
け
た
椅 

子
の
配
置
で
、
ス
ク
リ
ー
ン
は
両
側
２

面
ず
つ
の
設
置
で
し
た
。
今
回
は
オ
ン

ラ
イ
ン
で

Y
o

u
 
T

u
b

e

ラ
イ
ブ
配

信
さ
れ
、
当
ク
ラ
ブ
も
オ
ン
ラ
イ
ン
全

員
登
録
で
の
視
聴
参
加
を
し
ま
し
た
。

会
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス

の
和
太
鼓
の
打
演
の
後
、
神
野
重
行
Ｒ

Ｉ
会
長
代
理
が
人
力
車
で
入
場
さ
れ
、

岡
部 

 

ガ
バ
ナ
ー
の
点
鐘
と
な
り

ま
し
た
。 

順
調
に
プ
ロ
グ
ラ
ム
通
り
進
み
、
大

会
議
事
の
報
告
事
項
、
決
議
事
項
も
報 

              

           

告
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
愛
知
県
、
知

立
市
へ
の
寄
付
目
録
の
贈
呈
が
あ
り
、

知
事
、
市
長
か
ら
感
謝
状
の
披
露
と
な

り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
最
後
ま
で
滞
り
な
く

終
了
し
ま
し
た
。 

 

こ
の
コ
ロ
ナ
禍
で
の
地
区
大
会
、
ホ

ス
ト
ク
ラ
ブ
の
ご
苦
労
は
計
り
知
れ
ま

せ
ん
。
知
立
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の
皆

様
の
ご
努
力
を
称
え
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

本
会
議
プ
ロ
グ
ラ
ム 

 
 

 

（
敬
称
略
） 

於 

愛
知
県
国
際
展
示
場
ホ
ー
ル
Ａ 

（A
ic

h
i S

k
y

 E
x
p

o

） 

本
会
議 

開
場（
受
付
）
12
時
00
分 

開
会 

 
 

13
時
00
分 

閉
会 

 
 

17
時
30
分 

 

オ
ー
プ
ニ
ン
グ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス 

和
太
鼓
ユ
ニ
ッ
ト 

光 

13
時
00
分 

本
会
議
開
会 

 

司
会
／
山
本 

直
明 

Ｒ
Ｉ
会
長
代
理
入
場
／
神
野 

重
行 

点
鐘 

 

ガ
バ
ナ
ー
／
岡
部 

 
  

国
歌
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ソ
ン
グ
静
聴 

物
故
会
員
に
向
け
て
黙
祷 

開
会
の
挨
拶 

知
立
Ｒ
Ｃ
会
長
／
野
々
山
和
彦 

Ｒ
Ｉ
会
長
代
理
・
特
別
出
席
者
紹
介 

主
催
者
挨
拶
並
び
に
地
区
現
況
報
告 

ガ
バ
ナ
ー
／
岡
部 

 
  

Ｒ
Ｉ
会
長
メ
ッ
セ
ー
ジ
並
び
に
現
況
報
告 

Ｒ
Ｉ
会
長
代
理
／
神
野 

重
行 

13
時
55
分 

地
区
大
会
議
事 

報
告
事
項
・
決
議
事
項 

愛
知
県
知
事
・
知
立
市
長
入
場 

寄
付
目
録
贈
呈
・
挨
拶 

愛
知
県
知
事
／
大
村 

秀
章 

知
立
市
長 

／
林 

 

郁
夫 

感
謝
状
贈
呈 

Ｒ
Ｉ
会
長
代
理
・
前
年
度
ガ
バ
ナ
ー 

前
年
度
地
区
大
会
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ 

19-

20
年
度
に
関
す
る
表
彰 

（
Ｒ
Ｉ
表
彰
・
地
区
表
彰
）

 

20-

21
年
度
に
関
す
る
表
彰 

（
Ｒ
Ｃ
創
立
50
周
年
表
彰 

 

・
在
籍
50
年
表
彰
）

 

衛
星
ク
ラ
ブ
認
可
報
告 

ガ
バ
ナ
ー
工
レ
ク
卜
紹
介 

ガ
バ
ナ
ー
／
岡
部 

 
  

ガ
バ
ナ
ー
工
レ
ク
ト
挨
拶 

ガ
バ
ナ
ー
工
レ
ク
卜
／
沓
名 

俊
裕 

ガ
バ
ナ
ー
ノ
ミ
ニ
ー
紹
介 

次
年
度
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
紹
介 

ガ
バ
ナ
ー
／
岡
部 

 
  

次
年
度
地
区
大
会
Ｐ
Ｒ 

次
年
度
ホ
ス
ト
ク
ラ
ブ
／ 

名
古
屋
錦
Ｒ
Ｃ 

21-

22
年
度 

地
区
大
会 

２
０
２
１
年
11
月
６
日（
土
） 

於 

名
鉄
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル 

２
０
２
１
年
11
月
７
日（
日
） 

於 

名
古
屋
国
際
会
議
場 

1532 
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15
時
20
分 

記
念
講
演 

「
逆
境
を
笑
え
」

 

講
師
／
東
国
原
英
夫 

謝
辞
・
花
束
贈
呈 

ガ
バ
ナ
ー
／
岡
部 

 
  

ガ
バ
ナ
ー
特
別
プ
ロ
グ
ラ
ム 

進
行
／
生
田
サ
リ
ー 

大
会
講
評 

Ｒ
Ｉ
会
長
代
理 

 

／
神
野 

重
行 

お
礼
の
こ
と
ば 

地
区
大
会
実
行
委
員
長 

／
磯
貝 

一
己 

点
鐘 

 
 

ガ
バ
ナ
ー       

／
岡
部 

 
  

閉
会
・
諸
事
お
知
ら
せ 

 

 

 

 
  

国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
・
活
動
分
野 

「
水
と
衛
生
」 

 

安
全
な
水
と
衛
生
設
備
の
利
用
は
、

す
べ
て
の
人
が
も
つ
べ
き
権
利
。
な
の

に
、
汚
染
水
で
病
気
に
な
る
人
や
命
を

落
と
す
人
が
後
を
絶
ち
ま
せ
ん
。
未
来

を
担
う
は
ず
の
子
ど
も
た
ち
は
、
水
汲

み
な
ど
の
労
働
に
よ
っ
て
学
校
に
通
え

ず
、
つ
ら
い
境
遇
を
強
い
ら
れ
て
い
ま

す
。 私

た
ち
の
活
動
は
、
井
戸
を
掘
る
だ

け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
安
全
な
水
と
衛

生
設
備
を
提
供
し
た
上
で
、
衛
生
や
伝

染
病
予
防
に
関
す
る
教
育
も
行
う
こ
と

で
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
全
体
の
生
活
を
改

善
し
、
子
ど
も
の
通
学
率
を
高
め
て
い

ま
す
。
会
員
の
世
界
的
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
通
じ
て
、
世
界
各
地
の
人
び
と
と
協

力
し
て
教
員
研
修
や
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
作

成
を
行
う
だ
け
で
な
く
、
家
庭
と
学
校

の
水
・
衛
生
設
備
の
改
善
を
通
じ
て
、

子
ど
も
（
特
に
女
子
）
へ
の
教
育
を
改

善
し
て
い
ま
す
。 

違
い
を
越
え
て
人
び
と
を
つ
な
ぐ
水

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト 

レ
バ
ノ
ン
の
す
べ
て
の
学
校
に
き
れ

い
な
水
を
提
供
し
た
い
。
そ
ん
な
気
持

ち
が
一
つ
に
な
っ
て
、
宗
教
、
文
化
、
政

治
的
な
考
え
方
が
異
な
る
リ
ー
ダ
ー
が
、

違
い
を
越
え
て
活
動
し
て
い
ま
す
。 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
、
２
０
１
１

年
、
レ
バ
ノ
ン
北
部
の
ロ
ー
タ
リ
ー
会

員
が
財
団
の
補
助
金
を
利
用
し
て
始
め
、

近
隣
の
学
校
に
浄
水
フ
ィ
ル
タ
ー
と
新

し
い
貯
水
タ
ン
ク
を
設
置
す
る
と
い
う

も
の
で
す
。
２
年
後
、
第
２
４
５
２
地

区
ガ
バ
ナ
ー
の
ジ
ャ
ミ
ル
・
ム
ア
ワ
ド

さ
ん
と
そ
の
他
の
地
区
リ
ー
ダ
ー
が
中

心
と
な
っ
て
、
レ
バ
ノ
ン
国
内
の
全
ク

ラ
ブ
（
24
ク
ラ
ブ
）
に
参
加
し
て
も
ら 

い
、
す
べ

て
の
学
校

に
き
れ
い

な
水
を
提

供
す
る
大

規
模
な
プ

ロ
ジ
ェ
ク

ト
に
拡
大
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
広
報
や
専
門
知
識
収
集

の
た
め
の
委
員
会
を
作
り
、
各
ク
ラ
ブ

に
は
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
動
員
、資
金
の

寄
付
、補
助
金
の
申
請
、外
部
団
体
か
ら

の
寄
付
集
め
を
依
頼
し
ま
し
た
。 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
ム
ア

ワ
ド
さ
ん
は
次
の
よ
う
に
話
し
ま
す
。

「
す
べ
て
の
生
徒
に
き
れ
い
な
水
を
飲

む
権
利
が
あ
り
ま
す
。
き
れ
い
な
水
は

病
気
を
防
ぎ
、
健
康
に
導
き
、
結
果
的

に
教
育
に
も
好
影
響
を
与
え
る
と
い
う

こ
と
は
誰
も
が
知
っ
て
い
る
こ
と
で
す
。

チ
ャ
レ
ン
ジ
の
規
模
が
大
き
け
れ
ば
大

き
い
ほ
ど
、
そ
の
成
果
が
人
類
に
与
え

る
好
ま
し
い
影
響
も
大
き
く
な
り
ま
す
」 

「
き
れ
い
な
水
の
提
供
」に
焦
点
を
当

て
た
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
が
、
レ

バ
ノ
ン
に
長
く
続
く
宗
教
間
対
立
を
緩

和
す
る
一
助
と
も
な
っ
て
い
る
と
リ
ー

ダ
ー
た
ち
は
言
い
ま
す
。
国
内
紛
争
の

た
め
、
１
９
７
５
～
１
９
９
０
年
の
間

に
国
は
分
裂
、
12
万
人
に
も
上
る
人
び

と
が
命
を
落
と
し
ま
し
た
。
近
年
、
レ

バ
ノ
ン
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
宗
教
、
政
党
、

派
閥
か
ら
な
る
連
合
政
権
が
現
れ
て
は

消
え
て
い
る
状
況
で
す
。 

ア
レ
イ
・
ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
会
長

の
リ
ナ
・
シ
ェ
ハ
イ
ェ
ブ
さ
ん
は
、
イ

ス
ラ
ム
教
ド
ゥ
ル
ー
ズ
派
の
信
者
で
す

が
、こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
通
じ
て
、カ

ト
リ
ッ
ク
、マ
ロ
ン
派
、ギ
リ
シ
ャ
正
教
、

ア
ル
メ
ニ
ア
正
教
、ム
ス
リ
ム
な
ど
、さ

ま
ざ
ま
な
宗
派
に
属
す
る
人
び
と
と
協

力
し
た
こ
と
で
、
違
っ
た
宗
教
的
・
政

治
的
観
点
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
る
こ

と
が
で
き
た
と
話
し
ま
す
。「
こ
の
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
は
平
和
と
相
互
理
解
を
推
進

し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
試
み
は
、

こ
の
国
で
は
初
め
て
の
こ
と
だ
と
思
い

ま
す
」 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
お
け
る
ク
ラ
ブ
の

役
割
分
担
で
も
、
平
和
の
推
進
に
主
眼

が
置
か
れ
て
い
ま
す
。
各
ク
ラ
ブ
が
特

定
の
学
校
を
任
さ
れ
ま
す
が
、
自
分
た

ち
の
地
域
の
学
校
だ
け
で
な
く
、
全
く

違
う
宗
教
の
地
域
の
学
校
も
担
当
し
ま

す
。
さ
ら
に
ク
ラ
ブ
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
任
命
し
、
信
頼

で
き
る
業
者
を
探
し
た
り
、
集
ま
っ
た

寄
付
や
地
区
の
資
金
の
配
分
な
ど
を
行

い
ま
す
。 

ム
ア
ワ
ド
さ
ん
は
こ
の
役
割
分
担
に

つ
い
て
こ
う
話
し
ま
す
。「
例
え
ば
、
ベ

イ
ル
ー
ト
の
北
に
位
置
す
る
ジ
ュ
ニ
エ

と
い
う
町
は
キ
リ
ス
ト
教
徒
が
多
い
リ

ゾ
ー
ト
地
で
す
。こ
の
町
の
ク
ラ
ブ
は
、

イ
ス
ラ
エ
ル
と
の
国
境
に
面
し
た
、
イ

ス
ラ
ム
教
シ
ー
ア
派
の
地
域
に
あ
る
学

校
を
担
当
し
て
い
ま
す
。
政
治
的
・
宗

教
的
な
考
え
方
が
違
っ
て
い
た
と
し
て

も
、
子
ど
も
た
ち
に
き
れ
い
な
水
を
提

供
す
る
こ
と
に
反
対
す
る
人
は
誰
も
い

ま
せ
ん
」 

隣
国
シ
リ
ア
で
の
紛
争
が
激
化
し
、

子
ど
も
た
ち
を
含
む
多
く
の
難
民
が
レ

バ
ノ
ン
に
逃
れ
て
き
た
た
め
、
こ
の
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
そ
の
理
由
か
ら
も
大
変

重
要
な
役
割
を
果
た
し
て
い
ま
す
。
難

民
と
な
っ
た
子
ど
も
た
ち
が
通
う
学
校

に
ロ
ー
タ
リ
ー
会
員
が
き
れ
い
な
水
を

提
供
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
地
域

で
の
未
来
の
平
和
に
向
け
た
活
動
で
あ

る
と
も
言
え
る
の
で
す
。 

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
レ
バ
ノ

ン
の
教
育
省
、
ワ
ー
ル
ド
ビ
ジ
ョ
ン
、

ユ
ニ
セ
フ
、
赤
十
字
か
ら
の
協
力
も
得

て
い
ま
す
。
赤
十
字
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

は
年
に
数
回
、
各
学
校
か
ら
水
の
サ
ン

プ
ル
を
採
取
し
、
検
査
場
へ
送
っ
て
い

ま
す
。 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
関
係
者
に
よ
れ
ば
、

貯
水
タ
ン
ク
や
浄
水
フ
ィ
ル
タ
ー
を
設

置
し
、
継
続
し
て
監
視
活
動
を
行
う
の

に
、
一
校
２
，５
０
０
米
ド
ル
が
か
か
る

と
の
こ
と
。
現
在
２
０
０
校
に
き
れ
い

な
水
を
提
供
し
て
い
ま
す
が
、目
標
は
、

３
年
以
内
に
１
，５
３
５
校
で
そ
れ
を
実

現
す
る
こ
と
で
す
。 

記
事
執
筆
：A

rn
o

ld
 R

. G
ra

h
l 

/
R

o
ta

ry In
te

rn
a
tio

n
a
l 

（
国
際
ロ
ー
タ
リ
ー
Ｈ
Ｐ
よ
り
）

  

３
月
25
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

定
款
規
定
に
よ
り
休
会 

４
月
１
日
（
木
）
例
会
の
案
内 

例
会
変
更 

同
日 

大
須
観
音
し
だ
れ
桜
観
桜
会 

於 

大
須
観
音
本
堂
１
階
ホ
ー
ル  

12
時
00
分
～
13
時
00
分 

食
事 

＊
お
弁
当
を
ご
用
意
し
ま
す
。 

各
自
お
召
し
上
が
り
く
だ
さ
い
。 

13
時
00
分
～ 

例
会 

 
 

公
共
イ
メ
ー
ジ
向
上
委
員
会 

小
澤 

幸
男
・
横
川 

誠
人

住
田 

正
夫
・
山
口 

正
孝 

＊
本
文
は
、
原
則
、
頂
い
た

原
稿
を
転
載
し
て
い
ま
す
。 

 

そ
の
他
・
お
知
ら
せ 


